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　去る平成27年５月15日に「医学科同窓会主催

第11回　学生向け講演会」が開催されました。

これまでは臨床や研究など各方面で活躍されて

いる卒業生に講演をしていただいていたのですが、

今年は行政側、つまり厚生労働省で勤務する医系

技官の仕事についてお話を伺うことができました。

　その講演をしていただいたのは、お二人の先生

で、さらに偶然なのか二人とも20期卒で医系技

官へ至る経過も異なっており、講演終了後も学生

から活発な質問があり、それらを参考に学生も将

来の選択肢の一つが加わった内容であったと思い

ます。

　先に知念先生の講演から始まり、亀山先生の笑

いあるユーモア溢れた講演へと続き、医系技官の

公衆衛生を中心とした仕事内容や医系技官に至る

経緯、そして現在の各個人の仕事内容など私たち

が普段の学業や臨床では知り得ない興味深い講演

をしていただきました。それらを紹介していきた

いと思います。

知念　希和 氏

＜医系技官の仕事＞

　行政と臨床との橋渡しの役

割をしていく、つまり日本

国民の健康をどう確保するの

か、例えば患者さんに提供す

る医療の枠組み作成、地域に

おいて健康な生活を維持する

ためにはどうしていったらいいのか等の公衆衛生

を含む様々な舞台において仕事をしている。

　研修医制度や専門医委制度に関わる医政局や国

際保健・国際協力、国内感染症対策に関わる健康

局等々の様々な担当部局があり、それぞれに担当

医系技官が配属され多くの仕組みを作っていって

いる。

　医系技官には医師以外にも歯科医師、獣医師、

看護師、薬剤師等も所属しており、例えば獣医師

の多くは農林水産省で検疫に関わったりしてお

り、厚労省で検疫を担当している獣医師もいる。

それぞれの技術職が医系技官と力を合わせて問題

に対応している。また母子保健は文部科学省や少

子化対策をしている内閣府など各部局が一緒に

なって政策を担っている。

　介護保険が必要な高齢者になっても元気に過ご

せる様な仕組み作りは老健局に所属し、もしもの

時の安心のために危機管理が必要な災害が起こっ

た時に健康医療の確保が出てくると優先的な課題

として対応していったりしている。

＜具体的な内容＞

　ダイナミックな現場であり、法律の改正を含む

新しい方針が出される日本の医療現場があり、非

常に精度の高い情報を収集しつつ、その元を作成

している。

「医系技官」という仕事

「救急医療に待ったなし！」
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